
 
 全国のゴルフ場が、ペットボトルのキャップを回収して、世界の子供たちにワクチンを届けよ

うという「エコキャップ」活動に、4 月から取り組む。また、昨年、社団法人ゴルファーの緑化

促進協力会と取り組んだ「ゴルフ場の生物多様性」についての活動を、さらに深めようと検討を

始めている。そこで、これからのゴルフ場の環境との関わりを、日本ゴルフ場支配人会の田村和

男会長にお聞きした。 

エコキャップ活動を全国展開 
 支配人会で取り組もうとしているエコキャップ活動は、本誌でも紹介したＮＰＯ法人エコキャ

ップ推進協会の活動に協賛して始めるものだが、まず、その取り組みについて話を聞いた。 

「エコキャップの運動はペットボトルのキャップ 800 個で子供 1 人分のポリオワクチンが手当て

できるというものです。一人分は 20 円だそうです。については、既に多くのゴルフ場で取り組ま

れていますが、この一つ一つのゴルフ場の取り組みを、全国のゴルフ場の活動にしたいという狙

いから、東西の支配人会が一緒になり、日本ゴルフ支配人会連合会の取り組みとして始めます。 

 どのようなシステムになるかをご説明しますと、キャップを集めるのは何とかなるにしても、

問題は、エコキャップ推進協会にどのようにして発送するかです。これについては、この活動を

サポートしている佐川急便の協力を得ることになっています。佐川急便が用意する専用のボック

スをゴルフ場が購入し、一杯になったところで、集荷して頂くわけです。ゴルフ場が負担する費

用としては、専用ボックス代と送料の 420 円です。専用ボックスは、1束 20 箱単位で、3150 円で

購入することになりますが、1 箱で約 2400 個のキャップが回収できますから、何コースかで共同

して購入されるか、地域でまとめて購入されて、必要な数だけ求められるという方法も考えられ

ます。1 個当たりの単価は約 158 円ですから、送料を考えても安価な仕組みになっていると思い

ます。 

 この活動は、支配人会として強制するものではありま

せんし、これまで取り組まれているゴルフ場の方々は、

従来のまま活動を続けていただいても結構ですし、私ど

もの仕組みを利用されるのも、各ゴルフ場のご判断にお

任せします。私としては、こうした有意義な活動は、よ

り多くのゴルフ場が取り組みことが大切だと思っていま

す。 

 支配人会としましては、どのような実績になっている

かを佐川急便で集荷数のデータの提供を頂くことになっ

ています。結果については、支配人会として発表し、ゴ

ルフ場の社会貢献の一つとして広く社会の認知を図りた

いと思っています」 

 ペットボトルのキャップは捨てればゴミ。燃やすとキ

ャップ800個で6300ｇのCO2が発生するという。ところが、

リサイクルして利用することで資源となり、途上国の子
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供たちを救うワクチンとなる。 

環境問題への取組みをさらに推進 
 また、支配人会は、環境管理委員会を長く開催してきている。資料として東日本ゴルフ場支配

人会の最近の 10 年間の活動内容を抜粋したが、社会問題化して農薬の空容器や肥料の空袋の処理

といった産業廃棄物の処理問題に、緑の安全推進協会と共同歩調をとり、適正な処理の啓蒙を行

うとともに、今でいうコンプライアンスへの取り組みを進めてきた。この件に関しては、環境省

から講師を招くなどして、知識の取得にも積極的に取り組んできている。 

 そして、ゴルフ場の生物多様性についても、取り組みを進めたい意向で、西日本ゴルフ場支配

人会からは、今年、名古屋で開催される COP10 に関しても関心が示されているという。前回の調

査以降も、ゴルフ場には絶滅危惧種や希少動植物の事例が話題になっているという。こうしたこ

とからも、ゴルフ場の持つ環境保全機能を更にアピールしたい意向だ。 

 環境問題に関係して、水質検査方法についても、各県、地域で差があることと、農薬成分の未

検出が続いている現状を考慮して、ゴルフ場の負担を軽減できる方法について地元自治体との協

議をさらに進める方針だ。 

 環境問題以外に、ゴルフと一般社会との関係では、スナッグゴルフをツールとしたジュニアゴ

ルファーの育成を進める中で、マナー・エチケットの普及とゴルファーの裾野を広げる活動を、

さらに進め、税制面では、固定資産の評価基準が改定されたことに伴い、算定基準についてのア

ンケートを実施しており、集計結果を元に、適正化を促進したいとしている。 

 

環境委員会議題(平成 10 年以降) 

平成 10 年 

第 1回 
平成 10 年度環境管理委員会に於ける検討課題について（各地区委員による情

報交換） 

第 2回 

ゴミ処理施設に関するアンケート調査結果について(環境管理委員会による

回答) 

講師：財団法人千葉環境財団 常務理事：木津利矩氏 

平成 11 年 

第 1回 
発生する廃棄物の処理及び管理について 

講師：財団法人千葉環境財団 常務理事 木津利矩氏 

第 2回 
管理経費､作業量削減方針について(コース管理のリストラと経費削減) 

講師：日本芝草管理技術者会 会長 大和田勝弘氏 

平成 12 年 

第 1回 

ゴルフ場に於ける農薬及び肥料の使用済み容器等産業廃棄物の処理方法につ

いて 

講師：社団法人緑の安全推進協会 専務理事 安岡 健氏 

第 2回 

①ゴルフ場に於ける農薬及び肥料の使用済み容器処理についてのアンケート

結果報告 

②今後の方針について 

平成 13 年 

第 1回 

①農薬空容器・肥料空袋・廃プラスチック類の適正処理の為の指導書による

説明 

講師：社団法人緑の安全推進協会 専務理事 安岡 健氏 

②都・道・県別の情報交換 

第 2回 

①芝の刈り滓のコンポスト化、②コース内伐採樹のチップコンポスト化につ

いて 

講師：立山エンジニアリング 中村専務取締役 

平成 14 年 

第 1回 

①農薬空容器・肥料空袋・廃プラスチック処理対応の状況報告 

②EM による水浄化とコース管理 

講師：㈱ゴルフホリック／霞ヶ浦出島ゴルフ倶楽部 代表取締役 菅原 秀

樹氏 

第 2回 

①農薬空容器処理状況に係る調査報告について 

講師：社団法人緑の安全推進協会 専務理事 安岡 健氏 

②芝刈(ベントを含む)選定枝を資源に変える「緑のリサイクルシステム」高

速発酵分解機について 



講師：㈱デンコー鉄鋼事業部 

③各地区による情報交換 

平成 15 年 

第 1回 

「農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令」及び農薬を使用する者

に対する農薬使用計画書の提出の件について 

講師：社団法人緑の安全推進協会 専務理事 安岡 健氏 

第 2回 

①農薬空容器及び肥料の空袋処理について 

②農薬取締法の改正による農薬使用について 

③ゴルフ場より排出されるゴミ処理、特に芝の刈りカス伐採樹木等について 

平成 16 年 

第 1回 

①ゴルフ場に関わる環境問題全般についての概要 

②ゴルフ場の芝草管理と行政との関わりについて 

講師：日本大学大学院教授 山根 明氏 

第 2回 

①コース管理に係るメンテナンスの低価格ハイクオリティに対応した管理運

営について 

講師：ＩＰＭターフコンサルタント 柳 久氏 

②松喰い対策についての実例報告と防除対策及びその予算等について 

報告：大洗ゴルフ倶楽部支配人 染谷 寛氏 

平成 17 年 

第 1回 
①各ゴルフ場が抱える最近の環境問題について（フリートーキング） 

②諸問題に対する今後の取り組み方針について 

第 2回 

ゴルフ場が使用する農薬の登録システムについて（農業用使用との違いにつ

いて） 

講師：環境省 水・大気環境局土壌環境・農薬環境管理室 補佐 木村 正

伸氏 

平成 18 年 

第 1回 

①ゴルフ場から排出される産業廃棄物の処理について 

②上記の件に係る各地区との情報交換と処理対策について 

講師：環境省 産業廃棄物課 課長補佐 築地原 康志氏 

第 2回 

①第１回委員会での勉強会を踏まえた各地区に於ける検討状況報告 

報告：北海道 十勝カントリークラブ 上杉委員 

   茨城県 大洗ゴルフ倶楽部 染谷 委員 

②上記報告をもとにフリートーキング 

平成 19 年 

第 1回 

①芝の刈カス、落葉の堆肥化について 

講師：田中産業㈱ 生産研究部 技術顧問 福光 健二氏 タヒロンバック

（簡易堆肥器）使用結果報告 

②水質検査の簡素化について 

第 2回 
①ゴルフ場に於ける排水中農薬分析アンケート集計結果と今後の検討 

②タヒロンバックによる芝刈カス堆肥化実験状況報告（赤城国際ＣＣ提供） 

平成 20 年 

第 1回 
①ゴルフ場の樹木が CO2 削減に寄与する貢献度について 

②ゴルフ場に於ける水質検査の簡素化に向けての検討 

第 2回 
①ゴルフ場に於ける自然環境保護調査について 

②ゴルフ場に於ける水質調査回数の軽減について(各地区報告) 

 


